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令和５年度事業計画 

 

長引く新型コロナウイルス感染拡大の影響に加え、急激な円安など予測困難な事象

が発生しており、財団を取り巻く環境は依然として厳しい状況にある。 

 また、福岡市の再開発等により、貸館事業における競争の激化も予想される。 

このような中、令和５年度は第４期指定管理期間（令和３年～令和７年）の折り返

し地点にあたり、財団のとりまく厳しい環境の変化を踏まえ、第５次中期経営計画の

方針である「福岡県の文化振興の拠点施設である福岡県国際文化情報センターの機能

を高め、県民に質の高い文化を提供し、障がいの有無や経済状況等に左右されること

なく、あらゆる人が等しく文化を享受できる環境整備に努め、県民の心豊かな生活と

活力のある地域社会の実現」に寄与できるよう努める。 

 

Ⅰ 組織・運営 
 

公益財団法人として適切な財団運営に取り組むとともに、福岡県文化芸術振興

条例の目的の実現に向け組織体制の充実を図る。また、収益力の強化を図り、安

定した財政基盤を整える。 

 

１ 組織体制の充実強化 

  福岡県文化振興条例に沿った事業を、限られた人数で効果的・効率的に実施す 

るために、組織の枠を超えて議論・検討を行い、財団の事業に反映するために設置 

したプロジェクトチームにおいて、引き続き社会包摂推進など様々な課題に取り 

組んでいく。 

また、外部有識者で構成するアドバイザー会議において、財団の課題解決への 

助言・提言をいただき、プロジェクトチームと一体となって、社会包摂事業に取り 

組んでいく。更に、既存の経営評価シートに社会包摂の視点など盛り込んだ事業 

評価制度についても検討を進め、PDCA サイクルによる運営方針の的確性・透明 

性の確保を図る。 

  

２ 財政基盤の強化 

   事務改善による効率化、事業経費節減の管理徹底により財政基盤のより一層の 

  強化を図ると共に、長期的視野にたった効果的・効率的な広報・セールスを展開 

   することで貸館事業、文化振興事業などにおける営業の強化を図り、収益力を高 

   め、安定した財政基盤を整える。 

  

 ３ 人材育成の推進 

   中長期的な人材育成を見据えた研修を実施し、職務能力の向上を図るとともに、

コンプライアンス順守を図る。また、人事評価制度の活用による職員の士気の高

揚を図るとともに、階層に応じた人材を育成するための研修を実施し、組織を担

う人材の育成に取り組む。 
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Ⅱ 施設サービス（貸館）事業 
 

３年にわたる新型コロナウイルス感染症対策の転換に伴う催物の制限見直しを踏

まえ、稼動が減少していた会議室への利用促進に取り組むとともに、学会や大規模

大会及びリニューアル後の福岡シンフォニーホールや国際会議場についても積極的

な営業誘致を図る。 

また、日常的な防火・防災訓練の実施などによる防災管理体制の継続的な充実を

図る。併せて、福岡県との密な連携を引き続き図り、「個別施設計画」に基づく施設

の維持・保全に努める。 

 

１ 積極的な営業誘致 

   新型コロナウイルス感染拡大の影響により延期や縮小等になっていた医学会・

全国大会などのイベント誘致を積極的に行う。また、他施設に比べ利用の回復傾

向が遅い国際会議場、会議室及び交流ギャラリーについては利用率の向上を図る

ため、利用目的を絞った対象先に対する催事誘致を行う。交流ギャラリーについ

ては、利用規程の変更や利用料金の変更の検討を行う。 

（１）福岡観光コンベンションビューローとの連携による大学や学会事務局への訪

問強化。使用方法や見積の積極的提案。 

（２）周辺類似施設との情報交換による営業情報収集と、会議専門運営機関（PCO）

との連携強化による優良顧客の誘致強化。 

（３）国際会議場及び会議室は催事の誘致強化のため、過去や他会場の利用実績及

び目的を踏まえ、想定される新規顧客、既存顧客に対し催事誘致を行う。また、

当該施設の利用頻度が高い行政（福岡市/福岡県）へも引き続き誘致活動を行う。 

※検定試験、入学試験、株主総会、会社説明会 

（４）交流ギャラリーの利用しづらさを解消し、利用促進のため、利用規程の変更や

利用料金の変更の検討を行い、利用率向上を目指す。 
 

２ 利用者サービスの充実強化・利用しやすさの向上 

   各種書類の電子化など、顧客ニーズに対応するとともに、施設利用者及び来場

者の満足度を一層高めるために質の高いサービスの向上に努める。 

（１）現状、予約関連書類はすべて郵送にて利用者へ送付しているが、在宅勤務等 

の定着にて郵送にかわり、メールのみでの送受信のニーズが高まっていることか

ら、利用者の要望に応じ、適宜当該書類をメール（ＰＤＦ）での送信に変更する

等の取扱いを行う。 

（２）３Ｄ内覧コンテンツ等を活用した上、ホームページ上でも各施設の下見（内 

覧）が出来る環境の構築を検討する。 

 

３ 施設機能の充実 

   施設の維持管理・補修についてビル管理会社との連携を図りながら、より安全

で快適な空間の提供に取り組む。 

   併せて「安全の確保、トラブルの防止」を基本とした保守点検の遵守、日常的
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な防災意識・防災体制の充実強化に向けた取り組みを行う。 

（１）アクロス福岡共同防火・防災管理協議会主催の防災訓練への積極的参加 

（２）防火・防災について、より具体的な事態を想定した財団独自の研修実施 

（３）福岡県警の協力を得た防犯研修・防犯訓練の実施 

（４）福岡県との密な連携を図り、「個別施設計画」に基づく施設の維持・保全に努

める。 

 

 

Ⅲ 文化振興事業 
 

    音楽・舞台芸術を中心とした文化芸術の振興を図るため、「グローバルな感動体

験」、「演奏家・聴衆・事業運営者など事業を支える人の育成」及び「あらゆる人が

文化芸術に触れる機会の創出」の３つの事業理念を掲げ、バランスのとれた事業展

開を行う。 

  新型コロナウイルス感染症拡大による制限の解除後の影響に注視しながら、安心

安全に最大の配慮を行い、質の高い音楽・舞台芸術の鑑賞機会を提供するほか、青

少年を対象とした育成事業への取り組みも継続する。 

 

《 ３つの理念に基づく事業展開 》計７３事業 

 ○ グローバルな感動体験 

  （質の高い音楽・舞台芸術の鑑賞機会の提供） 

   ベルリン・コンツェルトハウス管弦楽団、ワルシャワ・フィルハーモニー管弦

楽団など３２事業を主催・共催する。 

○ 演奏家・聴衆・事業運営者など事業を支える人の育成 

  （次世代を担う若い音楽家とそれを支える人の育成と環境整備） 

   学校キャラバン事業、舞台芸術感動体験事業、ランチタイムコンサート、福岡

ジュニアオーケストラなど２０事業を主催・共催する。 

○ あらゆる人が文化芸術に触れる機会の創出 

  （あらゆる人が等しく文化を享受できる場として機能するため、多様な分野と協

働・連携した事業を展開） 

   クラシックふぇすた、新・福岡古楽音楽祭、ミュージアムコンサートなど２１

事業を主催・共催する。 

 

１ 来場者増のための取組み 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で減少した来場者を増やすための取組みと 

して、鑑賞型事業の一層の充実のほか、新たなファン層を開拓するためクラシック 

音楽を気軽に楽しめる事業を行う。 

（１）ショパンコンクール入賞者シリーズ 

   第１８回ショパン国際ピアノコンクールの入賞者たちによる公演を世界一流の 

オーケストラとともに実施する。 

（２）アクロス・クラシックふぇすた 
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   クラシック音楽に気軽に親しみ、一日中家族連れで楽しめるよう、館内のホー

ルを会場に無料のミニコンサートや音楽に関するイベントなどを開催する。福岡

シンフォニーホールでは、オーケストラや吹奏楽のコンサートを安価な入場料で

実施する。 

   また、企業とも連携して楽器の展示や試奏コーナーを設置し、音楽を身近に感

じる空間づくりを目指す。 

（３）アウトリーチ事業の充実 

   県内の文化施設と協働で実施する「ミュージック・キャラバン」、県内の小学

校へヴァイオリンやフルートなどのプロの演奏家を派遣し、楽器演奏体験をメイ

ンとした出前授業「学校キャラバン」を展開するほか、美術館等と連携した「ミ

ュージアムコンサート」を実施する。 

 

２ 青少年を対象とした事業の実施 

（１） 舞台芸術感動体験事業 

県内の小中学生がコンサート専用ホールでオーケストラを体感する事業。バス 

代の補助制度を設けるなど県内全域から参加できるよう工夫している。 

（２）福岡ジュニアオーケストラ 

   子どもたちのオーケストラ活動を支援する。令和４年度より始めた初心者対象

の「福岡ジュニアオーケストラアカデミー」を継続し、子どもたちが参加しやす

い環境を整備していく。 

 

３ 音楽を通した社会包摂への取組み   

（１）学校キャラバン特別授業 

特別支援学校を対象とした音楽の出前授業。プロのパーカッション奏者を派遣

し、参加型の特別授業を実施する。 

（２）劇場って楽しい！！ 

知的・発達障害児を対象とした劇場体験プログラムを実施する。県内外のホー

ルと協働で企画準備を進めることで、アクロスの持つ知見や運営ノウハウを共有

する。 

（３）被災地支援事業 

九州北部豪雨で被災した地域へ「アクロスミュージックキャラバン」を派遣

し、地域住民へ良質の音楽公演を届けると同時に、現地の文化従事者へアクロ

スの持つ公演制作のノウハウを提供する。 
 

４ 各種団体との連携強化 

  地元のオーケストラ九州交響楽団との事業連携のほか、公演事業に対する地域企

業・団体の協賛獲得など地域サポート体制の一層の強化に努める。 

  また県内、九州管内、全国の類似ホールと情報共有を緊密に行い、事業の運営に

活かす。 
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５ チケット販売に係る取組み 

昨年より WEB販売を自社運営化したチケット販売システムを活用し、WEBメンバ

ーズへの割引等特典の拡大や、WEBメンバーズ登録キャンペーンなどを実施し、メ

ンバーズの更なる獲得とリピート購入の促進を図る。 

  また、新たな販売ルートを開拓するため、従前の地方公共団体に加え、地元企業

へ営業活動を行うなど団体販売の強化に取り組む。 

 

Ⅳ 情報提供事業 

  伝統工芸の振興に取り組む地域・伝統文化活動団体に対して発表の場を提供し、

活動の支援と交流の促進を図るとともに、県民に文化の鑑賞や体験の機会を創出す

る。また、文化芸術団体、文化施設、まちづくり団体、観光分野等地域との連携に

よる伝統工芸や地域文化、県内各地域の魅力の発信を通じ、にぎわいづくりと地域

振興に努める。さらには、障がいのある人に対し、文化芸術の鑑賞や創造の機会、

作品等を発表する場を提供し、障がい者の文化芸術活動を支援する。  

 

１ 伝統工芸品の普及と地域文化・生活文化の推進 

（１）匠ギャラリーの活性化 

   ・これまでの国、県指定工芸品の常設展示のほか、歴史や作業工程を紹介する

テーマ展示や工芸作家による企画展などを開催。また、新たに増設した１階

部分において、カフェや物販を運営する。 

   ・営業時間を１時間延長（１９時まで）し、シンフォニーホール等の夜公演来

場者の取り込みを図る。       

・福岡の職人応援を目的としたマルシェや食文化イベントと連動した工芸品の 

展示販売会など、アクロス福岡主催イベントを開催。 

（２）インバウンドを見据えた伝統工芸品と地域文化・生活文化の魅力発信 

      ・国際大会（世界水泳）と連動した工芸品イベントの開催。 

・外国人が気軽に日本伝統文化に触れる場所の創出（書道体験等）。 

（３）次世代への継承 

  ・子どもをターゲットにした夏休み手作り体験や、小中学校などの社会科見学 

の受け入れによる伝統工芸体験の推進。 

 

２ 文化・情報の交流拠点づくり 

（１）多様な主体と連携した情報の発信 

  ・イベント情報発信サイト「アクロスおでかけナビ」の運営。 

 ・福岡県文化財保護課と連携し、九州各県の民俗芸能の大会を開催。 

 ・県内の自治体と協働し、週間で地域の文化や観光資源などを多面的に紹介す

るほか、地域の特色を生かしたワークショップや講座を開催する。 

（２）あらゆる人が文化を享受できる環境整備 

     ・九州障害者アートサポートセンターと協働し、障がいのある人の文化芸術活 

       動を支援する目的で、公募展やステージパフォーマンスなど開催。 

・特別支援学校と協力し、アートでさまざまな表現を行う学生たちの作品や活 
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動を紹介する企画展を開催。 

   ・さまざまな理由で文化芸術に触れる機会が少ない子どもたちが、それらに触 

れ楽しむことができる機会の創出。 

     ・メッセージホワイエなどを活用し、文化活動者に作品発表の場を提供。 

 

３ にぎわいづくりと地域振興・観光振興 

（１）文化と伝統を生かしたにぎわいのまちづくり 

     ・お米や酒などをテーマに、地域文化と精通する食文化を取り上げたイベント

や、地域の歴史資源の紹介につなげることを目的に御朱印をテーマにした展

示会等を開催する。 

・地域に根付く伝統文化や生活文化などの鑑賞や体験、学びの場の創出。 

・地域や文化の振興に独自のスタイルで取り組む人々によるトークライブを開 

  催し、文化の楽しみ方などを提案。 

（２）観光案内所の魅力向上 

      ・県内外の自治体や民間企業などが観光資源を活用して実施するイベント情報 

    を収集し、アクロス福岡が運営する「アクロスおでかけナビ」で提供。 

 

４ 広報の推進 

  アクロス福岡の多様な取組みを県内外に向けて効果的に広報・PR するため、

SNS などを含め多様な媒体を活用する。 

（１） 効果的な広報の実施 

・ アクロス福岡のイベント情報・チケット発売情報等をタイムリーに届けるため、

WEBメンバーズ向けメールマガジンを月２～３回程度配信するとともに、公式

SNS（Facebook、Twitter、Instagram）やホームページを活用し、公演の見ど

ころを動画等できめ細かに発信するなど、集客につながる広報を展開する。 

・ WEBに馴染みの少ない高齢者層へ向けて、情報誌に代わる印刷物を季刊で発行。

来館者やチケット購入者へ広く配布を行い、情報の提供に努める。 

 

（２）広聴機能の充実 

   施設利用者や主催事業のアンケートのほか、ホームページや電話等を通じて寄 

   せられる県民や利用者の意見などを的確に把握した上で、改善に努め、利用者の 

   満足度の向上並びに新たな顧客確保につなげる。 

 


